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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれに所定の機能が割り振られた第一および第二の操作スイッチを含む複数の操作
スイッチを備える電子スコープと、前記電子スコープが電気的に接続されるプロセッサと
を有する、複数種類の機能を有する内視鏡システムにおいて、
　通常モード中に前記複数の操作スイッチの何れかが押下されたとき、該押下された操作
スイッチによってオンされた所定の機能に対応する制御信号を生成する信号生成手段と、
　前記通常モード中に前記オンされた所定の機能が調整系の機能である場合に前記通常モ
ードから調整モードに所定期間だけ移行するモード移行手段と、
　前記信号生成手段から送信される信号に基づいて前記内視鏡システムの駆動制御を行う
制御手段と、を有し、
　前記信号生成手段は、前記調整モード中に前記複数の操作スイッチのうちの少なくとも
第一、第二の操作スイッチが押下された場合に限り、前記押下された操作スイッチによっ
てオンされた前記調整系の機能に対応する、調整対象の調整を行うための調整用信号を生
成して、前記制御手段に送信することを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の内視鏡システムにおいて、
　前記信号生成手段は、前記電子スコープ内にあることを特徴とする内視鏡システム。
【請求項３】
　請求項１に記載の内視鏡システムにおいて、
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　前記信号生成手段と前記制御手段は、前記プロセッサ内にあることを特徴とする内視鏡
システム。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれかに記載の内視鏡システムは、前記電子スコープに備え
られる操作スイッチのうち、任意のものを前記第一の操作スイッチおよび前記第二の操作
スイッチに設定する設定手段を有することを特徴とする内視鏡システム。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれかに記載の内視鏡システムにおいて、
　前記所定期間は、前記オンされた所定の機能が前記調整系の機能であると判断されたと
きから一定時間経過後に満了することを特徴とする内視鏡システム。
【請求項６】
　請求項１から請求項４のいずれかに記載の内視鏡システムにおいて、
　前記所定期間は、前記オンされた所定の機能が前記調整系の機能であると判断された後
、最後に第一の操作スイッチまたは第二の操作スイッチが操作されたときから一定時間経
過後に満了することを特徴とする内視鏡システム。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のいずれかに記載の内視鏡システムにおいて、
　前記電子スコープは、第三のスイッチを有し、
　前記信号生成手段は、前記調整モード中に前記第三のスイッチがオンされると、前記調
整対象を初期設定の状態に戻す制御信号を生成することを特徴とする内視鏡システム。
【請求項８】
　請求項１から請求項６のいずれかに記載の内視鏡システムにおいて、
　前記電子スコープは、第四のスイッチを有し、
　前記信号生成手段は、前記調整モード中に前記第四のスイッチがオンされると、前記調
整モードを前記通常モードに戻す制御信号を生成することを特徴とする内視鏡システム。
【請求項９】
　請求項１から請求項８のいずれかに記載の内視鏡システムにおいて、
　前記調整系の機能は、光量調整であることを特徴とする内視鏡システム。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、体内の部位の観察等に使用される内視鏡システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般的に、体内を観察するための医療用内視鏡システムは、光源部や画像処理部を備える
プロセッサと、体内を照明することにより撮像を行う撮像素子を湾曲可能な先端に有する
電子スコープとから構成される。電子スコープは主に、被検者の体内に挿入される挿入部
と、術者が把持して所定の操作を行う操作部とからなる。
【０００３】
このような内視鏡システムは複数の機能を有し、これら複数の機能に関する操作は、基本
的にはプロセッサのフロントパネルに配設されたスイッチによって行われる。また近年の
電子スコープには、操作部に複数の操作スイッチが配設されている。そして各操作スイッ
チには、術者が自ら使用頻度の高い所定の機能を任意に選択して割り振ることが可能にな
っている。すなわち、近年の内視鏡システムの諸機能に関する操作のうち、特に術者が割
り振った所定の機能については、プロセッサだけでなく電子スコープを把持する操作部で
も操作可能になっている。
【０００４】
ここで、内視鏡システムの諸機能には、光量調整や赤色（Ｒ）濃度調整や青色（Ｂ）濃度
調整といった、システムおよび観察画像に関するさまざまな調整機能も含まれる。上記の
電子スコープの操作部にある操作スイッチにこのような調整機能を割り振った場合、調整
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対象（例えば光量調整における光量）を増加（＋）または減少（－）させるための調整専
用スイッチが別途必要になる。従って従来の電子スコープは、操作部において多機能に関
する操作を可能にすると、より多くのスイッチが設けられることになり、術者に煩わしさ
を与え、誤操作の危険性を高めていた。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
そこで本発明は上記の事情に鑑み、電子スコープの操作部のスイッチ総数を減らしつつも
調整機能を含む複数の機能を該操作部で操作可能な内視鏡システムを提供することを目的
とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　このため、請求項１に記載の内視鏡システムは、それぞれに所定の機能が割り振られた
第一および第二の操作スイッチを含む複数の操作スイッチを備える電子スコープとプロセ
ッサとを有する複数種類の機能を有する内視鏡システムに関する。該システムは、通常モ
ード中に複数の操作スイッチの何れかが押下されたとき、該押下された操作スイッチによ
ってオンされた所定の機能に対応する制御信号を生成する信号生成手段と、通常モード中
にオンされた所定の機能が調整系の機能である場合に通常モードから調整モードに所定期
間だけ移行するモード移行手段と、信号生成手段から送信される制御信号に基づいて内視
鏡システムの駆動制御を行う制御手段とを有する。そして信号生成手段は、調整モード中
に複数の操作スイッチのうちの少なくとも第一、第二の操作スイッチが押下された場合に
限り、押下された操作スイッチによってオンされた調整系の機能に対応する、調整対象の
調整を行うための調整用信号を生成して、制御手段に送信することを特徴とする。
【０００７】
このように本発明は、通常では所定機能を実行するために使用される機能スイッチが、調
整期間中は調整スイッチとして作用する構成にしたことにより、操作部に配設されるスイ
ッチ総数を減らすことができた。すなわち本発明の内視鏡システムを使用すると、術者は
快適にシステムを操作することができ、かつ誤操作を減らすことができる。また、複数操
作スイッチがあっても、常に調整のために使用するスイッチは決まっている。つまりどの
調整機能であってもその調整操作は共通であるため誤操作を防ぐことができる。
【０００８】
信号生成手段を電子スコープ内に設ければ、電子スコープ側からの操作信号に基づいて処
理を行っていたプロセッサをそのまま使用することができる。また、信号生成手段および
制御手段をともにプロセッサ内に設ければ、操作スイッチを操作することにより生じる電
気信号をそのままプロセッサに送信する構成の電子スコープをそのまま使用することがで
きる。
【０００９】
請求項４に記載の発明によれば、電子スコープに備えられる操作スイッチのうち、任意の
ものを第一の操作スイッチおよび前記第二の操作スイッチに設定する設定手段を備えるこ
とが望ましい。機能の割り振りだけでなく、調整モード時に調整対象を増減させる調整ス
イッチも任意に決定することができるようにすれば、より一層術者の使いやすい内視鏡シ
ステムを提供することができる。
【００１０】
　請求項５に記載の発明によれば、所定期間は、オンされた所定の機能が調整系の機能で
あると判断されたときから一定時間経過後に満了することが望ましい。
【００１１】
　また請求項６に記載の発明によれば、所定期間は、オンされた所定の機能が調整系の機
能であると判断された後、最後に第一の操作スイッチまたは第二の操作スイッチが操作さ
れたときから一定時間経過後に満了する構成にしても良い。
【００１２】
調整モード中に、実行できる操作としては、上記請求項１に記載された、調整対象を増減
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させる調整操作に加えて、該調整対象を初期値に戻す操作や調整モードを強制的に通常モ
ードに戻す操作等を追加しても良い。
【００１３】
調整系の機能として代表的なものは、光量調整が挙げられる。他には、ＲＧＢ調整や、給
水のポンプ圧調整などもある。なお、上記すべてのスイッチは電子スコープにおいて、術
者が把持する部位（操作部）に集中して設けられる。また、信号生成手段が生成する制御
信号としては、例えば所定機能または調整に関するコードを含んでいるものが考えられる
。この場合、制御手段は、受信した該コードに対応する処理を判別して実行することにな
る。
【００１４】
【発明の実施の形態】
図１は本発明の実施形態である内視鏡システム１００の概略構成図である。内視鏡システ
ム１００は、スコープ１００ａ、プロセッサ１００ｂ、モニタ１００ｃ、キーボード１０
０ｄから構成される。スコープ１００ａは、先端にＣＣＤ６０を備える電子スコープであ
り、術者によって把持される操作部１０が設けられている。さらにスコープ１００ａは、
ライトガイド５０と、操作部１０からの信号を受信するＣＰＵ８０と、メモリ８１とを有
する。プロセッサ１００ｂは、メイン制御部２０、光源部３０、画像処理回路４０、フロ
ントパネル７０を有しており、そのほかプリンタ等の外部記録装置を接続することが可能
である。
【００１５】
図２は、スコープ１００ａの操作部１０近傍の拡大図である。操作部１０は、３つの操作
スイッチＡ、Ｂ、Ｃを有する。各操作スイッチＡ～Ｃは、スコープ１００ａを把持してい
る術者が操作しやすい所定位置に配置されている。また図１に示すように、各操作スイッ
チＡ～Ｃからは互いに独立した信号ケーブルが延出し、各ケーブルはＣＰＵ８０のポート
Ｐ１～Ｐ３に接続される。
【００１６】
内視鏡システム１００は、複数の機能を備えている。該機能は、光量調整やＲまたはＢの
濃度調整、送気や送水の圧力調整等のいわゆる調整系と、それ以外の指示系との二種類に
分類することができる。指示系の機能としては、例えば観察部位の静止画像を観察するた
めのフリーズ指示や、外部記録装置に画像データを出力するためのコピー指示等がある。
【００１７】
これらの機能は、すべてフロントパネル７０で操作することができる。また内視鏡観察前
に、術者はキーボード１００ｄ等の外部入力手段を用いて、各操作スイッチＡ～Ｃに対し
て任意の機能（例えば、該術者にとって使用頻度の高い所定の機能）を割り振っておく。
これにより、各スイッチＡ～Ｃに割り振られた機能に関しては、電子スコープ１００ａか
らも操作できるようにし、術者の操作性の向上を図っている。なお、各スイッチＡ～Ｃに
割り振られた機能は、機能データとしてメモリ８１に記憶される。
【００１８】
内視鏡システム１００を使用すると観察部位は次のようにして撮像される。なお後述する
ように、術者は観察時に必要に応じて、手元にあるスコープ１００ａの操作部１０を操作
する。メイン制御部２０は、術者のこれら操作に対応したシステム全体の機能制御を行う
。
【００１９】
メイン制御部２０は、観察部位を照明するために光源部３０の発光制御をする。メイン制
御部２０の制御に基づいて、光源部３０から照射される光は、ライトガイド５０内を導か
れ、ライトガイド先端５０ａから体内を照明する。体内が照明されている間、スコープ１
００ａ先端に備えられているＣＣＤ６０は、体内からの反射光により受光面に形成された
光学像に対応する電荷を蓄積し、画像処理回路４０に画像信号として出力する。画像処理
回路４０は、入力された画像信号に対して所定の処理を行い一旦画像メモリ（不図示）に
格納した後、所定のタイミングで読み出してビデオ信号に変換してモニタ１００ｃに出力
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する。モニタ１００ｃは、画像信号に対応する画像を表示する。
【００２０】
上記が撮像の流れの概説である。次に、操作部１０を用いた内視鏡システム１００の機能
操作について詳説する。
【００２１】
図３は、第１の実施形態におけるＣＰＵ８０が行う機能操作に関する処理のフローチャー
トである。内視鏡観察中に、各操作スイッチＡ～Ｃのうちの１つのスイッチがオンされる
と（Ｓ１）、オンされたスイッチの信号ケーブルを介して所定の電気信号がＣＰＵ８０に
送信され、それぞれ異なるポートＰ１～Ｐ３のうちのオンされたスイッチに対応するポー
トに入力する。本実施形態では、各ポートへ送信される電気信号はデジタル入力であり、
入力される電気信号は、“Ｈ”又は“Ｌ”のどちらかのレベルとなる。例えば、特定のス
イッチがオフであれば該スイッチに対応したポートの入力電気信号は“Ｈ”レベル、オン
であれば“Ｌ”レベルとなる。
【００２２】
ＣＰＵ８０は、どのポートにどのような電気信号が入力したかによって、操作スイッチＡ
～Ｃのうち、どのスイッチがオンされたかを判断する。そしてＣＰＵ８０は、オンされた
操作スイッチに対応する機能データをメモリ８１から読み出して、オンされた操作スイッ
チに割り振られた機能に関する制御信号を生成する（Ｓ３）。なお本明細書では、説明の
便宜上、オンされた操作スイッチに割り振られた機能のことを、オンされた機能という。
生成された制御信号はプロセッサ１００ｂのメイン制御部２０に送信される（Ｓ５）。生
成される制御信号としては、オンされた機能を実行させるための所定のコードでよい。
【００２３】
続いてＣＰＵ８０は、オンされた機能が調整系であるかどうかを判断する（Ｓ７）。オン
された機能がフリーズ指示等の指示系である場合には（Ｓ７：ＮＯ）、次にスイッチＡ～
Ｃのいずれかがオンされるまで待機状態になる（Ｓ１：ＮＯ）。オンされた機能が光量調
整等の調整系であった場合には（Ｓ７：ＹＥＳ）、ＣＰＵ８０はＳ１でオンされた調整機
能を実行するために所定期間（以下、これを調整期間という）だけ調整可能な調整モード
に入り、該調整期間のカウントを開始する（Ｓ９）。
【００２４】
調整モード中、操作スイッチＢと操作スイッチＣは、Ｓ１にて各操作スイッチＡ～Ｃのう
ちの１つのスイッチがオンされる以前のモード（以下、これを通常モードという）時にそ
れぞれに割り振られた機能が何であるかにかかわらず、調整対象を増加、あるいは減少さ
せるための調整スイッチになる。すなわち、調整モード中に操作スイッチＢまたは操作ス
イッチＣがオンされると（Ｓ１１：ＹＥＳ）、ＣＰＵ８０は、Ｓ１１にてオンされたスイ
ッチについて、通常モード時に術者によって割り振られた機能データではなく、該オンさ
れた操作スイッチに対して予め定められている調整モード専用の調整データをメモリ８１
から読み出す。そして該調整データに基づいて調整対象の増加操作または減少操作に関す
る制御信号（調整用制御信号）を生成し（Ｓ１３）、メイン制御部２０に送信する（Ｓ１
５）。調整期間が満了する（カウント終了）までは、Ｓ１１からＳ１５までの処理が繰り
返される（Ｓ１７、Ｓ２１）。そして、調整期間が満了すると（Ｓ１７：ＹＥＳ、Ｓ２１
：ＹＥＳ）、調整モードを終了して（Ｓ１９）、再びＳ１からの処理に戻る。
【００２５】
メイン制御部２０は、ＣＰＵ８０から送信されるさまざまな制御信号に基づいて、オンさ
れた機能が実行されるように内視鏡システム１００の各部位を駆動制御する。例えば、フ
リーズ機能に関する制御信号を受信した場合には、画像処理回路４０内の画像メモリ（不
図示）に格納されるデータが更新されないようにして、常に同一の画像信号がモニタ１０
０ｃに出力されるように画像処理回路４０を制御する。またメイン制御部２０は、調整系
の機能に関する制御信号を受信した場合には、その後送信される調整用制御信号に基づい
て調整対象が増減されるように、調整部材や回路等を駆動制御する。
【００２６】
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以上のように、通常モード時は、各操作スイッチＡ～Ｃのうちの指示系の機能に対応した
スイッチがオンされると、術者によって割り振られた指示系の機能に関する制御信号を生
成するＣＰＵ８０が、調整モード時（つまり調整期間中）には、オンされた操作スイッチ
に対応する調整データに基づいて調整用制御信号を生成することにより、調整専用スイッ
チ（つまり、従来のスコープにおける、調整対象を増加し、または減少させるための専用
スイッチ）を操作部１０に設ける必要がなくなる。すなわちスイッチの配設総数を減らす
ことができるので、術者は煩わしさを感じることなく快適に操作することができる。また
上述のように、各スイッチＡ～Ｃに対する調整データは予め固定されている。つまり、最
初にどのスイッチをオンにして調整機能を実行させたとしても、調整モード中における各
操作スイッチＢ、Ｃによって実行される調整操作は共通であるため、誤操作発生回数を減
らして安定した操作を可能にしている。
【００２７】
図４は、操作部１０の各操作スイッチＡ～Ｃによる内視鏡システム１００の機能操作の第
一の実施形態の一例を表す。図４に示す例では、操作スイッチＡにフリーズ、操作スイッ
チＢに光量調整、操作スイッチＣにＲの濃度調整が割り振られている。従って、内視鏡観
察中の通常モード時に操作スイッチＡがオンされると、ＣＰＵ８０やメイン制御部２０の
処理により、観察部位のフリーズ画像がモニタ１００ｄに表示される。
【００２８】
また内視鏡観察中の通常モード時に操作スイッチＢがオンされると、光量調整モードに入
る。光量調整モード中、ＣＰＵ８０は、操作スイッチＢがオンされると光量を増加させる
操作（＋操作）、操作スイッチＣがオンされると光量を減少させる操作（－操作）、に関
する調整用制御信号をそれぞれ生成する。メイン制御部２０は、ＣＰＵ８０からの光量調
整機能に関する制御信号、および続いて送信される調整用制御信号に基づいて光源部３０
内にある絞り（不図示）を駆動制御する。そして調整対象である光量を術者の所望の値に
する。
【００２９】
また内視鏡観察中の通常モード時に操作スイッチＣがオンされると、撮像された画像にお
けるＲの濃度調整モードに入る。上述したとおり、調整操作は、どの調整系の機能を実行
しても共通であるので、図４に示して、説明は省略する。メイン制御部２０は、ＣＰＵ８
０からのＲ濃度調整機能に関する制御信号、および続いて送信される調整用制御信号に基
づいて画像処理回路４０を駆動制御する。そして画像のＲ成分を術者の所望のレベルにす
る。なお、術者が誤操作の心配をすることなく調整に専念できるように、何れの調整モー
ド時においても、操作スイッチＡは無機能スイッチとなる。
【００３０】
図５は、図４に示す例を実行する際にモニタ１００ｃに表示される操作内容に関する情報
エリアの一例である。操作内容は、モニタ１００ｃに表示される撮像部位の観察の妨げに
ならないように、画面端部等の所定の情報エリアに表示される。図５（１）は、通常モー
ドにおいて操作をしない状態、もしくは操作スイッチＡをオンしてフリーズ画像が観察可
能な状態の表示である。図５（２）は、操作スイッチＢをオンした状態、つまり光量調整
モード時の表示である。図５（３）は、操作スイッチＣをオンした状態、つまりＲ濃度調
整モード時の表示である。
【００３１】
図５に示すように、モニタ１００ｃ上には、通常モード及び調整モードにおける操作部１
０の操作状態に応じて、各操作スイッチＡ～Ｃにより操作可能な機能等が表示されている
。これにより、術者は目視により自らの操作を確認できるため、誤操作のない正確な操作
を行うことができる。
【００３２】
図６は、操作部１０の各操作スイッチＡ～Ｃによる内視鏡システム１００の機能操作の第
１実施形態の変形例を表す。図６に示す例では、図４と同様の機能や調整操作が割り振ら
れている。
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【００３３】
図６に示すように、内視鏡観察中の通常モード時にスイッチＢがオンされると、光量調整
モードに入る。光量調整モード中、ＣＰＵ８０は、操作スイッチＡがオンされると光量を
初期値に戻す操作（デフォルト）、スイッチＢがオンされると光量を増加させる操作（＋
操作）、スイッチＣがオンされると光量を減少させる操作（－操作）、に関する調整用制
御信号をそれぞれ生成する。なお内視鏡観察中の通常モード時にスイッチＣがオンされた
場合も同様なので、説明は省略する。第１の実施形態の変形例におけるＣＰＵ８０が行う
機能操作に関する処理のフローチャートも図３と略同様になる。但し、Ｓ１１にてオンさ
れたかどうかの判断対象となる調整スイッチにスイッチＡ（デフォルト操作スイッチ）が
新たに加わる点が異なる。
【００３４】
図７は、図６に示す変形例を実行する際にモニタ１００ｃに表示される操作内容に関する
情報エリアの一例である。図７に示す情報エリアは、調整モード中の操作スイッチＡに対
応する「Ａ：デフォルト」表示が新たに加わる以外は図５と同様なので、説明は省略する
。上記第一実施形態では、操作スイッチの数を三つに抑えることにより、操作部１０の簡
素化やコストダウンを達成している。
【００３５】
次に内視鏡システム１００の第二実施形態について説明する。以下に述べる第二実施形態
の操作部１０は、調整モード中に調整キャンセルという機能が割り振られる操作スイッチ
を第一実施形態の構成に加えた、計四つの操作ボタンＡ～Ｄから構成される。調整キャン
セルとは、調整モードを強制的に通常モードに戻す操作のことである。調整キャンセルは
、誤った調整機能を実行中させてしまった時や所望の調整が調整期間内に終了した時等に
有効な手段である。第二実施形態は、該調整キャンセル機能を加えることにより、操作部
１０を用いて行う操作に柔軟性および実効性をもたせ、より術者の便宜向上を図っている
。
【００３６】
図８は、第二実施形態におけるＣＰＵ８０が行う機能操作に関する処理のフローチャート
である。第二実施形態におけるＣＰＵ８０の処理手順は、図３に示す第一実施形態と略同
一ではあるが、調整モード開始後（Ｓ３９）の処理において、第二実施形態独自の処理が
行われるため、ここでは該独自の処理についてのみ説明する。Ｓ３９において調整モード
を開始すると、ＣＰＵ８０は、まず調整キャンセルが割り振られた操作スイッチＤがオン
されているかどうかを判断する（Ｓ４１）。
【００３７】
操作スイッチＤがオンされていなければ（Ｓ４１：ＮＯ）、ＣＰＵ８０は、Ｓ４３以降に
示した調整モードの処理を実行する。ただし、操作スイッチＤがオンされた場合には（Ｓ
４１：ＹＥＳ）、ＣＰＵ８０は、Ｓ３１に戻り、何らかの操作スイッチが押されるまで待
機状態になる。
【００３８】
図９は、第２の実施形態における操作部１０の各操作スイッチＡ～Ｄによる内視鏡システ
ム１００の機能操作の一例を表す。図９に示すように、操作スイッチＡ～Ｃに割り振られ
た機能については、図６に示した第一実施形態の変形例と同一である。ＣＰＵ８０は、通
常モード時に第二実施形態の特徴の一つである操作スイッチＤが押されると、外部記録装
置に画像データを出力するためのコピー指示に関する制御信号を生成する。またＣＰＵ８
０は、調整モード（光量調整、Ｒ濃度調整）時に操作スイッチＤが押されると、上述した
調整キャンセルに関する制御信号を生成する。
【００３９】
図１０は、図９に示す例を実行する際にモニタ１００ｃに表示される操作内容に関する情
報エリアの一例である。図１０に示す情報エリアは、操作スイッチＤに関する情報（通常
モード時、「Ｄ：コピー」。調整モード時、「Ｄ：キャンセル」）も表示される以外は図
６と同様である。ただし、図１０（２）に示す光量調整モード時の情報エリア、または図
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１０（３）に示すＲ濃度調整モード時の情報エリアから図１０（１）に示す通常モード時
の情報エリアへは、調整期間満了のみならず操作スイッチＤをオンすることによっても切
り替えられる。
【００４０】
以上が本発明の実施形態である。本発明はこれらの実施形態に限定されるものではなく趣
旨を逸脱しない範囲で様々な変形が可能である。
【００４１】
上述した機能は、すべて例示である。つまり電子内視鏡システム１００には、上記のほか
にもさまざまな機能があり、どの機能を各操作スイッチＡ～Ｄに割り振ることも可能であ
る。例えば、各操作スイッチＡ～Ｄすべてに調整系の機能を割り振っても良い。
【００４２】
また上記実施形態のＣＰＵ８０は、所定の電気信号が入力したポートによってどのスイッ
チがオンされたかを判断する構成であるとして説明をしたが、該構成以外の判断構成であ
ってもよい。例えば各操作スイッチＡ～Ｄとメイン制御部２０間を一本のケーブルで接続
し、各操作スイッチＡ～Ｄがオンされることにより各操作スイッチＡ～Ｄから出力される
信号レベル（直流電圧レベル）をそれぞれ異なる値に設定しておく。そして各操作スイッ
チＡ～Ｄから出力される信号のレベルを加算した後、単一の信号線によりプロセッサ１０
０ｂに送信する。メイン制御部２０は、受信した信号のレベルを確認することでどのスイ
ッチがオンされたかを判断する構成にしても良い。このような構成にすることにより、操
作部１０からＣＰＵ８０を収納する部位までを連結する管の径を細くすることができる。
【００４３】
上記実施形態のように、ＣＰＵ８０およびメモリ８１を電子スコープ１００ａ側に設けて
おくと、電子スコープからの指示に従って所定の処理を行う既存のプロセッサを使用する
ことが可能になる。ここで、ＣＰＵ８０およびメモリ８１は、プロセッサ１００ｂ内に配
設することもできる。これにより、オンされたスイッチに対応する所定の電気信号をプロ
セッサに直接伝送する既存の電子スコープを使用することが可能になる。
【００４４】
また上記実施形態において述べた、調整モード中における各操作スイッチＡ～Ｄの調整内
容等も、モニタ１００ｃの設定表示及びキーボード１００ｄの設定操作による設定方法を
用いて、術者が自分の利き腕や把持の仕方等に応じて自由に設定できるようにすると、よ
り好ましい。例えば、図４では、各調整期間中、操作スイッチＢが＋（増加）操作、操作
スイッチＣが－（減少）操作であるが、互いを逆に設定することも可能である。このよう
に調整モード中の操作内容を任意に設定できることは、本発明のように複数の操作スイッ
チを操作部１０に設けた場合に、操作の利便性を維持させるという観点から非常に有益で
ある。同様に、上記実施形態では所定期間と説明した調整期間も、術者の任意に設定変更
できるようにしてもよい。
【００４５】
また上記実施形態では、調整期間に関して、ＣＰＵ８０がオンされた機能が調整系である
と判断した（図３中、Ｓ７）後から一定時間カウントを行う（同図中、Ｓ９）と記載した
が、これに限定されるものではない。例えばＣＰＵ８０は、調整モードに入った後、スイ
ッチがオンされるたびにカウントをリスタートし、一定時間どのスイッチもオンされなか
ったら調整期間を終了する構成にしても良い。
なお、上記実施形態では、医療用内視鏡システムを例に述べたが、これに限らず工業用内
視鏡システムにも適用可能である。
【００４６】
【発明の効果】
このように本発明は、調整系の機能が割り振られたスイッチがオンされると、所定期間だ
け、通常時にスイッチに割り振られた機能とは異なる調整用制御信号を生成し、該調整用
制御信号に基づいて調整が行われる構成にしたことにより、機能スイッチと調整スイッチ
との共通化が図られ、術者に煩わしさを感じさせず快適かつ安定した操作を実現すること
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ができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態の内視鏡システムの概略構成図である。
【図２】実施形態のスコープの拡大図である。
【図３】第一実施形態のＣＰＵの処理に関するフローチャートである。
【図４】各スイッチがオンされたときに実行される操作内容の一例を表す。
【図５】モニタ上に表示される操作内容に関する情報エリアの一例である。
【図６】各スイッチがオンされたときに実行される操作内容の別の一例を表す。
【図７】モニタ上に表示される操作内容に関する情報エリアの別の一例である。
【図８】第二実施形態のＣＰＵの処理に関するフローチャートである。
【図９】各スイッチがオンされたときに実行される操作内容の別の一例を表す。
【図１０】モニタ上に表示される操作内容に関する情報エリアの別の一例である。
【符号の説明】
Ａ～Ｄ　　操作スイッチ
１０　　操作部
２０　　メイン制御部
３０　　光源部
４０　　画像処理回路
７０　フロントパネル
８０　ＣＰＵ
１００ａ　スコープ
１００ｂ　プロセッサ
１００　　内視鏡

【図１】 【図２】
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